
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回ワーキングの概要 
ワーキングは以下のプログラムで進行しました。 

１．事務局による資料説明 
第１回ワーキングの概要、頂いた意見、区間分け、区間別の対応方針、今後の予定について説明

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．班内討議（班毎に意見用紙に、ご意見を書き出して頂きました） 
１日（金）は５班、２日（土）は３班に分かれ、区間別に提案した対応方針に対するご意見やご

提案を頂きました。 

３．全体討議（班毎の意見発表含む）   
班毎にとりまとめたご意見を、班の代表者より発表して頂き、その後全体で意見交換を実施しま

した。 

４．とりまとめ（東京都市大学：末政教授、五艘准教授）   
頂いたご意見やご提案は、班内討議や全体討議を通じて参加者全員で確認し、コーディネーター

のお二人にとりまとめて頂きました。 

 

 
 
 
 
 

発行：国土交通省京浜河川事務所 世田谷区 

平成 30 年 6 月 1 日(金)、2(土)に、第 2 回二子玉川地区の水辺地域づ

くりワーキングを開催しました。 

■地域住民や二子玉川地区で活動されているみなさまを

対象に、玉川区民館において、第 2回二子玉川地区水辺

地域づくりワーキングを開催しました。 

■ 今回は、第 1回ワーキングでいただいたご意見に対する

対策案と回答をお示しし、ワーキング形式で班内討議と

全体討議を行い、ご意見を出していただきました。 

※第 2回ワーキングは堤防整備案を決めるものではありません。 

■ 水辺地域づくりワーキングには、1日(金)が 38 名、2日

(土)は 31 名の方にご参加頂きました。 

ワーキングのながれ 
【第 1 回】 

 
 
 
【第 2 回】 
 
 
 
【第 3 回以降】 
 
 

堤防の高さを確保することを目的に
した案をお示しさせて頂き、ご意見
を頂きました。 

第 2 回ワーキングで頂いたご意見を
もとに整備案を検討していきます。 

第 1 回ワーキングのご意見に対する
整備案と回答をお示しし、参加者で
討議して頂きました。 

資料はこちらで確認できます http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00844.html 

新二子橋

野川

二子橋

兵庫島

堤防整備済(都)

完成堤 特殊堤 暫定堤

東急田園都
市線橋梁

完成堤

区間④ 上流端～新二子橋

暫定堤

(整備)済み区間③ 新二子橋～
谷川排水樋管

区間② 谷川排水樋管～二子橋

福祉坂路（勾配5%）を
設置します

L型擁壁の堤防とすることで樹木を
半分程度残します。天端幅を6mとし

動線の連続性を確保します

兵庫島の景観に配慮し対岸の
樹木にかからない位置に緊急
用河川敷道路を配置します

商店街からの動線
を確保します

区間① 二子橋～下流端

兵庫島側の河岸は、現状のまま
とします（構造物周り除く）

（親水性の保持）

野川の低水路は、
現状のままとします

低水路をブロック積

にして対岸の掘削範囲
を減らします

※今回、提示した整備案は、最終案では
ありません。引き続き検討していきます。 



～ご提示した主な対応方針～  ワーキングに提示した主な整備方針を紹介します。 

第１回ワーキングの意見をふまえ、｢連続した動線の確保｣、｢特殊堤の採用による樹木の保全｣、

｢緊急用河川敷道路の配置計画を見直すことによる兵庫島の樹木の保全｣、｢野川の低水路や水際の

保全｣、｢マンション前のプライバシーの確保｣、｢福祉坂路の設置｣等の整備案を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ワーキングの様子～ 

 

 

 

 

 

頂いたご意見は、次のページから開催日別・班別に一覧表で整理しました。ワーキングで実際に書い

て頂いた意見用紙は別紙としてホームページにアップしています。 

【今後の予定】 

次回のワーキングは、今回出して頂いた意見を踏まえて 

修正案を検討しますので、９月以降を予定します。 

【お問い合わせ先】 

国土交通省京浜河川事務所 調査課 

TEL:045-503-4008 FAX:045-503-4058 

◆このニュースレターとワーキングの配布資料は以下のホームページからもご覧いただけます◆ 

【国土交通省京浜河川事務所】 http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00844.html 

【世田谷区】   http://www.city.setagaya.lg.jp/tamagawa/13000/13006/d00158442.html 

整備後のイメージ鳥瞰図 

第１回ワーキングのご意見や多自然の専門家にもご意見を

頂き、樹木保全方法を提示しました 

野川 
福祉坂路 

新設渡河橋 

福祉坂路のイメージ鳥瞰図 

 A 案：動線を優先して上下流と同じ通路幅（6m）とした案 

B 案：植生の復元範囲を広げることを優先して、通路幅を

管理上必要最小限の 3m に狭めた案 

（B 案より狭い） 

マンション等 

樹木を残すため 

堤防を擁壁にする 

中木（高さ 2～3m）

による目隠し 

（ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ配慮） 

（B 案より広い） 樹木を残す 

水際はいじらない 

マンション等 

（Ａ案より広い） 

樹木を残すため 

堤防を擁壁にする 

樹木を残す 

水際はいじらない 

（Ａ案より狭い） 

中木（高さ 2～3m）

による目隠し 

（ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ配慮） 



 

 

6 月 1 日、2日の両日において開催された班内討議に

おいては、右図に示す“意見取りまとめ表（A1 用紙）”

に記載していただいた各班すべての内容をそのまま主

な意見として下記に示しています。 

なお、同一の意見については、1つにまとめています。 

 

 

 

第２回ワーキングで頂いた主な意見 (1/3) 



 

 

 

 

 

 

第２回ワーキングで頂いた主な意見 (2/3) 



 

 

 

 

 

 

第２回ワーキングで頂いた主な意見 (3/3) 


